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見通しに関する注意事項
このアニュアルレポートに記載されている内容には、現時点の経営予測や仮説に基づく、将来の見通しに関する記述が含まれています。これらの将来の見通しに関する記述において明示
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クや不確実な要素には、以下のようなものが含まれます（ただしここに記載したものはあくまで例であり、これらに限られるものではありません）。
・主要市場における景気動向（特に日本、欧州、米州、中国を含むアジア）・ハイテク市場における変動性（特に半導体、パソコン、携帯電話など）・為替動向、金利変動・資本市場の動向・価格
競争の激化・技術開発競争による市場ポジションの変化・部品調達環境の変化・提携、アライアンス、技術供与による競争関係の変化・不採算プロジェクト発生の可能性・会計方針の変更
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 富士通ならではの「ICT技術」「SEの提案能力や解決能力」「サービスインフラ」を融合した 
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花田　吉彦
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浜場　正明
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